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図1．LTC1704を使ったデュアル電源
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はじめに
FPGAは多くの場合複数の電源を必要とします。コア電圧
（通常1.8Vですが、最小1.2Vのこともあります）のために1
電源、さらにI/O回路用に少なくとも1電源（普通2.5V）で
す。利用できる入力電源は3.3Vまたは5Vです。複数の降
圧変換をおこなう1つの方法は複数のスイッチャをベース
にした電源を使うことですが、これは（とくにI/Oに大きな
電流が流れない場合）複雑すぎて扱いにくいかもしれませ
ん。そのような場合、デュアル出力のLTC®1704は簡単で
省スペースの選択肢です。多用途の高周波数スイッチャと
省スペースのLDOコントローラを使って2つの電圧を供給
することができます。

回路の説明
スイッチャ・チャネルは5Vの入力を使って最大15Aの電流
で0.8V～3.3Vのコア電圧を発生することができます。この
550kHzスイッチャは、必要なLCフィルタのサイズを小さ
くし、動的負荷に対して高速で応答します。スイッチャの

効率は非常に高く、出力電流をMOSFETのオン抵抗によっ
て検出するNo RSENSETMテクノロジーを採用しており、セ
ンス抵抗を使うレギュレータに較べて効率が改善されま
す。

LDOは外部パス・トランジスタを使ってI/O電圧を安定化
します。LTC1704は30mAまでのベース電流を供給して、
変化する負荷条件のもとで出力電圧を安定化します。図1
に示されている回路は3.3V電源から2.5Vを2Aで供給しま
す。

外部パス・トランジスタのコレクタとエミッタは固定され
ていないので、LDOに柔軟性を与えます。1.8Vを1.5Vま
たは1.2Vに変換することもできます。低い電力レベルで
は、入力電圧は最大5Vまで可能です。この場合、出力電流
は熱的条件によって制限されるでしょう。

、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
No RSENSEはリニアテクノロジー社の商標です。
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図2．1.8Vの効率

図3．1.8V出力のステップ負荷応答
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LTC1704を使った1.8V/10Aと2.5V/2Aのデュアル出力回
路を図1に示します。これは標準的FPGAアプリケーション
です。1.8Vはコア電圧で2.5VはI/O用です。この場合、ス
イッチャが1.8Vを供給し、LDOが2.5Vを供給します。外
部パス・トランジスタには3.3Vまたは5Vから電力をとり
ます。

スイッチャ・チャネルにはすべてNチャネルMOSFETを
使って効率を上げ、コストを下げます。R9とR10によって
出力電圧がプログラムされます。タイプIIIの補償（C9、
R4、C8、R8およびC13）によって、LCフィルタの部品選
択に最大の柔軟性が与えられます。電流制限回路では、イ
ンダクタ電流を検出するのにボトムMOSFETのRDS(ON)が
使われています。IMAXピンからR2に流れ込む10µAの電流は
電流制限の基準電圧を発生します。電流制限回路はソフトス
タート・コンデンサC7を放電して出力電流を制御します。

このリニア・レギュレータには高利得で低VCESATの外部
NPN直列パス・トランジスタQ3を使います。出力電圧は
0.8V • (1＋R6/R11)です。最大出力電圧は(VCC－VDRV－
VBE)に制限されており、(VC(Q5)－VCESAT)によって制限さ

れています。最大ドライバ電圧降下(VDRV)は30mAで1.1V
です。ベース・ドライブ電流の制限により短絡保護が実現
されています。R7により最大ベース電流ドライブがプログ
ラムされます。REGLIMを0.8Vより下に引き下げるとLDO
をターンオフします。

図2に示されているのは、1A～10Aの電流範囲の1.8V出力
の効率で、この範囲で効率は90%近い値を維持します。図
3に示されているのは、4Aから10Aへの負荷ステップに対
するスイッチャの負荷ステップ応答です。3個の180µFの
4V固体ポリマ・コンデンサを使ったとき、負荷ステップの
各エッジで50mV未満の過渡変動が発生します。

まとめ
2番目のスイッチャの使用がコストと複雑さの点で妥当で
ない、高電力スイッチャと、中程度の電力のリニア・レ
ギュレータを必要とするアプリケーションにLTC1704は
適しています。リニア・レギュレータでは実際的ではない
高電力を2番目の出力から供給する必要のあるアプリケー
ションには、それぞれ最大15Aを供給できる2個のスイッ
チャを備えたLTC1702Aが最適です。
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